
 

 

 

 

 

 

 

 

 

前号の続きです。「「集って、楽しんで、学んで、動いて、変えていく」をご説明します。 

まずは自分の興味のある「ヒト・モノ・コト」のイベント等に行ってみてください。きっと興味ある

ことですから楽しめることと思います。様々な楽しみがあると思いますが、「新しい発見や気づき」「人

とのつながり」も楽しみと言えるのではないでしょうか。それを私たちは「学び」と呼んでいます。

ここで終わっても良いのですが、自分が学んだこと(新しい発見や気づき、人とのつながりなど)を人に

伝えてみてください。語ってみてください。それが「動いて」の第一歩となります。それを積み重ね

ることで、周りを「変えていく」ことになるかもしれません。（右下図参照）一つ一つの小さな積み重

ねが、地域の課題を解決していくことにつながるかもしれません。 

地域の課題と言えば、地域の祭りなどの担い手不足、空き家・空き地対策、環境整備、防災・防犯な 

ど、現在の自治体が抱えている共通の課題でもあります。そして、その課題を解決するのは「人
ひ と

」で

す。少子高齢化が進んでいく日本、島根県、その県庁所在地である松江市もその例外ではありません。

地域の課題解決をしていく「人」を育成したり、発

掘したりすることが必要ではないでしょうか。逆に

たどっていけば、様々な課題を解決していくにはま

ず「人」が集うことです。一人ではなかなか動き出

せないし、持続しない。少しでも想いがある「人」

たちが集うこと、そこから全ては始まっていくのだ

と思います。冒頭でも言いましたが、まずは興味の

ある「ヒト・モノ・コト」のイベント等に行ってみ

てください。そこで楽しさや気づきや発見があれば、

さらにまた次へと進めるものと思います。 

「集って、楽しんで、学んで、動いて、変えていく」

ということが、地域の課題解決のきっかけになれば

うれしいです。実際には知らず知らずのうちに実践

されておられる方々も多いと思います。「教育」とい

うと堅苦しく思われる方もおられるとは思いますが、

簡単に考えていただいてかまいません。 

 

 

８月になりました。今年は新型コロナウイルス感染症のため、例年のように、祭りなどのイ
ベントはなく、「つどう」ことはできませんが、「つながる」方法はないか知恵を絞り、工夫を
凝らしていきたいと思っています。そして、より多くの方との「縁」をさらに広げたり、深め
たりしていきたいと思っています。 

長い文章になってしまいましたが、「社会教育」を

少しでもわかっていただけたら幸いです。 



 

今年度は、これまでのような地域と学校が連携・協働する活動が十分にできていません。昨年までのような

活動ができるようになることを願って、地域学校コーディネーターの昨年度のふり返りの一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

地域と学校の双方向の連携・協働

をすすめていくうえで重要な役

割を担っていただいています。 

お問い合わせ先 

生涯学習課(渡辺) 
TEL  55-5656 
FAX  55-5543  
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:shochuikkan@city.matsue.lg.jp 

お気軽にお電話ください！ 

学校教育課(平賀) 
TEL  55-5324 
FAX 55-5251   

学校の思いを地域へ！ 

地域の思いを学校へ！ 

先生と一緒に！ 

地域と一緒に！ 

保護者と一緒に！ 

地域・公民館・小中が連携・協働して地域

文化祭・フェスティバル・小中発表会を見

直した。 

ボランティアが見つからず困っていた時、地推協

の委員さんやボランティアさんに相談やお願いを

して紹介していただき、活動ができた。 

 

年々、先生方とのコミュニケーシ

ョンがスムーズになり、頼られて

いると感じられることがうれし

く、テキパキと業務ができた。 

 

地域の方と子供の間で自然と会話が弾む場面が多くあ

った。子供から「また来てね」「また話がしたい」など

の声が聞かれ、地域の方からは「楽しかった」「またや

りたい」などの反応があった。 

年度初めに先生方にアンケートをすることで、

先生の方から時期が来たら打ち合わせを兼ね積

極的に声をかけてもらうことが定着し、活動に

スムーズに入っていける。 

「ボランティアの集い」が事務グループの協力で大

成功。事務の方々が積極的に先生たちを誘い、多く

の先生が集いに参加した。ボランティアの方もたく

さんの先生方と話ができて喜んでくださった。先生

たちからも直接感謝の気持ちをいただいた。 

困ったことがあるとすぐに教頭先

生に相談しましたが、いつも的確な

アドバイスをもらえてとても力に

なった。 

R１地域学校コーディネーターのアンケート調査より 

この事業を理解され

ている先生が増え、

話がスムーズに進み

助かっている。 

 

打ち合わせを、先生・ボランティア・CN が一緒

に行うと当日の授業の中で臨機応変に対応でき、

打ち合わせの大切さを再認識した。 
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